
■ハング競技委員会議事録 
◆日時 
2019 年 11 月 8 日（⾦）20:00-22:00 
◆場所 
足尾ショップ 
◆参加者 
板垣（委員⻑）、鈴⽊ゆ、牟⽥園、鈴⽊あ、⽥中（電話会議） 
⼤沢（担当理事） 
 
◆議事録 
〜議題〜 
・代表選抜ルール検討（国内ランキングへの一本化）  
  －国際シード係数をどう得点に反映させるのか 
  －ボーナス得点の配分方式 
  －ボーナス得点を与える⼤会の基準（国際シード係数が指標） 
 
・基本的な考え方 
 国内⼤会と比較してレベルの高い（得点の取りにくい）海外の⼤会で上位に入った選手には、ボーナス得点を与える。 
 海外の⼤会に積極的に出場する選手を評価したい。 
 しかし、何かのついでに出場した海外⼤会でたまたま獲得した得点が、ランキングを左右するのは良くない。 
    
→過去 2 年（2017 年〜国内⼤会のカテ 2 申請を必須としたため）の国内⼤会と海外主要⼤会の国際シード係数およびシ
ード人数を比較し（図を参照）、加点・減点の基準を定めた。 

※国際シード係数=0.03×（国際Ａシード人数）＋0.025×（国際Ｂシード人数）＋0.02×（国際Ｃシード人数） 
                      ＋0.015×（国際Ｄシード人数）＋0.01×（国際Ｅシード人数） 

 



・国内ランキングに使える海外⼤会の基準  
 参加人数 30 人以上 
 FAI 公認⼤会 
 
・採用可能本数 
 国内⼤会の採用本数 1-4 本…海外獲得ポイント 1 本採用可能 
 国内⼤会の採用本数 5-8 本…海外獲得ポイント 2 本採用可能 
 国内⼤会の採用本数 9-12 本…海外獲得ポイント 3 本採用可能 
 国内⼤会の採用本数 13-16 本…海外獲得ポイント 4 本採用可能 
 
・加点 
 参加選手の国際シード係数およびタスクに参加した人数によって、以下のとおりボーナス得点を加点する（デイリーの得点＋ボ
ーナス得点をランキングに採用できる）。 
 
  参加選手の  

国際シード係数 図を参照 上位 10% 10-20% 20-30% 
0.08-0.15 ⻘ 0 0 0 
0.15-0.20 緑 40 20 10 
0.20-0.40 オレンジ 60 40 20 
0.40 以上 赤 100 60 40 

 
・減点 
 「国際シード人数︓5 人以上 または 国際シード係数︓0.08 以上」を満たさない場合（図の紫︓日本の平均を満たさない
タスク）、一律-200 点した得点をランキングに採用できる。 
  
・特別ボーナス 
 カテゴリー1 ⼤会でデイリートップをとると、得点に関わらず 1100 点︕（ただし、DQ>0.5） 
  
         
〜2020 年⼤会予定確認〜 
和歌山 2/21-24 
板敷 3/19-22（4 日間） 
池⽥ ニッセン開催を依頼（板垣→増⽥） 
足尾 9/18-22（5 日間） 
 
春のクラス 5（ニッセン）4/3-5 
秋のクラス 5        10/31-11/3 
 
・ライブトラッカーのレンタル代 1500 円/人は、今年からエントリー費に含めることを主催者に確認する。 



Year Month Country Place Aシード Bシード Cシード Dシード Eシード シード人数 係数
2019 2 Japan 和歌山 0 0 1 6 2 9 0.130
2019 3 Japan 板敷 0 1 1 4 2 8 0.125
2019 1 Japan ⻄富⼠ 0 0 1 3 2 6 0.085
2019 8 Japan 池田 1 0 1 1 1 4 0.075
2018 3 Japan 板敷 0 0 1 1 2 4 0.055
2018 11 Japan ⻄富⼠ 0 0 0 2 2 4 0.050
2019 9 Japan 足尾 0 0 1 1 1 3 0.045
2018 9 Japan 足尾 0 0 1 1 1 3 0.045

0
2017 8 ブラジル 21th Worlds 9 9 7 5 5 35 0.760
2019 7 イタリア Worlds 6 6 9 10 4 35 0.700
2018 イタリア preWorlds 8 8 2 3 3 24 0.555
2018 7 20th EU 7 6 3 5 3 24 0.525
2016 8 ブラジル preWorlds 4 6 6 4 2 22 0.470
2016 7 マケドニア 19th EU 3 7 5 5 3 23 0.470
2019 1 オーストラリア Forbes 3 4 4 0 4 15 0.310
2017 1 オーストラリア Forbes 2 3 2 4 3 14 0.265
2015 マケドニア preEU 3 1 5 1 3 13 0.260
2015 イタリア italian open 2 5 3 0 1 11 0.255
2018 1 オーストラリア Forbes 1 1 3 4 2 11 0.195
2016 1 オーストラリア Forbes 1 2 2 3 2 10 0.185
2019 3 ブラジル Brazil open 1 3 2 1 1 8 0.170
2019 8 イタリア italian open 1 1 1 2 2 7 0.125
2019 8 スペイン British nationals 0 1 3 0 1 5 0.095
2019 4 アメリカ クエスト 1 1 1 3 0.070
2018 8 アメリカ Bigspringnationals 1 0 0 1 0 2 0.045
2017 7 マケドニア preEU 1 0 0 1 0 2 0.045

加点表

国際シード係数 色分け <0.1 <0.2 <0.3
>0.08 ⻘ 0 0 0
>0.15 緑 40 20 10
>0.2 オレンジ 60 40 20
>0.4 赤 100 60 40

海外ポイント計上の条件
参加人数 30

加点の条件
シード人数 5 or シード係数 0.08
（シード人数とシード係数は過去2年間の⽇本の⼤会の平均値から）

減点
上記の条件を満たさない場合
⼀律200点減点
→（満点 - 200点）の800点のポイントは選抜に使えそうにないポイントだから

特別ボーナス
Cat1でデイリートップをとると1100点︕︕（ただしDQ＞0.5）

順位（上位何割か）

〜参考資料〜国際シード係数および国際シード⼈数の過去実績サマリー

2年間の日本選手の国際シード人数の平均
は「5.125」
春先は海外の大会が少ないので、相対的に
日本人のランキングが上位になる傾向


